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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開日】平成28年12月8日(2016.12.8)
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月11日(2017.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光硬化性樹脂組成物からなり、以下の物性（Ａ）～（Ｃ）を満たすことを特徴とする透
明封止材。
　（Ａ）８５℃、８５％ＲＨの環境下で４８時間静置した際の透明封止材の吸水率が０．
５質量％以下。
　（Ｂ）当該透明封止材を、ガラスと透明プラスチック板とで挟んで貼合させたサンプル
のヘーズ（Ｈ１）が５％以下。
　（Ｃ）前記ヘーズ（Ｈ１）と、前記サンプルを８５℃、８５％ＲＨの環境下で５００時
間静置させた湿熱試験後のヘーズ（Ｈ２）とのヘーズ変化量（Ｈ２－Ｈ１）が５％以下。
【請求項２】
　前記光硬化樹脂組成物は、エチレン－α－オレフィン系共重合体を少なくとも１種以上
含むことを特徴とする、請求項１に記載の透明封止材。
【請求項３】
　前記光硬化樹脂組成物は、架橋剤及び光架橋開始剤を含むことを特徴とする、請求項１
または２に記載の透明封止材。
【請求項４】
　前記架橋剤が、ラジカル架橋反応可能な単官能及び２官能以上の多官能ビニルエステル
並びに（メタ）アクリル酸エステルから選択されるものである、請求項３に記載の透明封
止材。
【請求項５】
　前記架橋剤が、ラジカル架橋反応可能な単官能又は２官能以上であって、炭素数６以上
の直鎖状脂肪族系若しくは環状脂肪族系（メタ）アクリル酸エステルである、請求項３に
記載の透明封止材。
【請求項６】
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　光硬化後の状態で、温度２３℃、周波数１Ｈｚにおける貯蔵弾性率Ｇ’が１００ｋＰａ
以上５０００ｋＰａ以下、かつ、温度８５℃、周波数１Ｈｚにおける貯蔵弾性率Ｇ’が５
ｋＰａ以上５００ｋＰａ以下であることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記
載の透明封止材。
【請求項７】
　光硬化前の状態で、温度８５℃、周波数１Ｈｚにおける貯蔵弾性率Ｇ’が１ｋＰａ以上
３０ｋＰａ以下であることを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の透明封止
材。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の透明封止材の少なくとも片面に離型フィルムを積
層してなる透明封止材積層体。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の透明封止材の少なくとも片面に透明プラスチック
板を積層してなる光学装置構成用積層体。
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